
協定留学近況報告書 

記 入 日 2018年 12月 10日 

留 学 先 大 学 フィリピン大学 ディリマン校 

留 学 先 で の 所 属 学 部 等 

特定の学部･研究科等に所属している（以下に学部等名を記入） 

※学部等名（日本語）：     ，（現地言語での名称）：      

■特定の学部等に所属せず様々な学部等の授業を履修している。 

その他：      

留 学 期 間 ２０１８年８月－２０１９年５月 

明 治 大 学 で の 所 属 国勢日本学部     学科     専攻 /      研究科     専攻 

学年（出発時本学での学年） 学部２年生／研究科 博士前期課程 博士後期課程     年生 

Ｉ. 出発前にどのように情報を集め、準備をしましたか。しておいて良かったこと，準備不足だったこと，ぜひ次の学

生に準備としてアドバイスしたいことを記述してください。 

インターネットサイトの情報や、以前明治大学に留学をされていた先輩から情報を得ました。フィリピン近現代史や政治（マル

コス、戒厳令など）について勉強してから渡航したことは良かったです。 

タガログ語が少しでも話せると役立つと思います。また現地でボランティアやインターンに参加したい場合は日本でも情報を

得ておいた方が良いです。 

Ⅱ-1．留学のための渡航前手続き（留学ビザ）  

ビザの種類：      申請先：      

ビザ取得所要日数：      

（申請してから何日／週間要したか） 
ビザ取得費用：      

ビザ取得のためにどのような書類の提出が求められましたか？また，どのように手配しましたか？ 

日本人は３０日間ビザなしで入国できるので、ビザを取らず入国し、大学の国際事務室を通して学生ビザを取得しました。 

具体的な申し込み手順を教えて下さい。 

      

ビザ取得の際に，留学先国大使館で面接のあった方は，どのような質問を受けましたか？ 

      

ビザ取得に関して困った点・注意点 

国際事務室のビザ担当者が途中で変わってしまい、取得に２か月かかりました。 

Ⅱ-2．留学のための渡航前手続き（その他の事前準備について） 

その他済ませておくべき準備があればお書き下さい（現地での現金調達準備，携帯電話購入，荷物運送など） 

      



 

Ⅲ．現地到着後のながれ 

1.到着時の様子 

利用航空会社 フィリピン航空 

航空券手配方法 旅行サイト（スカイスキャナー） 

大学最寄空港名 ニノイアキノ国際空港 現地到着時刻 ８時頃 

ｷｬﾝﾊﾟｽへの移動手段 

大学手配の

出迎え 

知人の 

出迎え 

公共交通機関 

 （ バス 電車）     

■ タ ク シ ー

（GRAB）  

そ の 他     

                 

移動の所要時間 1.5 時間 

空港からｷｬﾝﾊﾟｽへの移動の際の注意点，タクシー・公共交通機関で移動する際の行き方，料金等 

フィリピンでは GRAB タクシーが盛んなため、そちらを利用しました。時間にもよりますが４００ペソくらいです。（900 円超）到着日時によって

は大学手配の出迎えもあるようでした。 

大学到着日 ７月２８日１１時頃 

2.住居について 

到着後すぐに住居 

入居できましたか？ 

■はい 

いいえ 

いいえを選んだ方：     月     日から入居可能だった。 

住居のタイプ ■寮       アパート        その他（     ） 

部屋の種類 一人部屋  二人部屋       ■その他（三人部屋） 

ルームメイト 日本人学生 他国からの留学生■その他（日本人１名、韓国人１名） 

住居を探した方法 ■大学の斡旋 自分で探した    その他（     ） 

住居の申込み手順 願書提出時に同時に申し込みました。 

住居は渡航前に，また渡航後すぐに見つかりましたか？トラブルはありましたか？ 

建物の同じ階に住んでいる学生が日本人と韓国人ばかりであることが残念に感じます。現地の学生と寮でも接したい場合は大学から勧め

られた寮以外もチェックしてみると良いかもしれません。 

3.留学先でのオリエンテーションについて 

ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝの有無 ■あった  なかった 

日程 ８月１日ごろ 

参加必須ですか？ ■必須   任意参加 

参加費用は？ ■無料   有料（金額：     ） 

内容と様子は？ 大学の基本的な情報 

留学生用特別ｶﾞｲﾀﾞﾝｽ ■あった  なかった 

授業開始日 ８月６日から 

Ⅳ. その他、渡航してから必要な手続きについて 

1．現地で滞在許可等の申請の必要はありますか？いつ、どこで、方法は？日数、料金は？トラブルは？ 

      

2．その他現地でした手続きは？（健康診断、予防接種等）いつ、どこで、方法、日数、料金は？トラブルは？ 

宿泊を必要とするフィールドワークに参加する場合は健康診断が課されるかもしれません。大学内の診療所にて無料で手

に入れることが出来ます。 

3．現地で銀行口座を開設しましたか？手続方法、必要書類、日数、料金は？トラブルは？ 

海外でも使えるキャッシュカードを複数持参したので開設していません。 

4．現地で携帯電話を購入しましたか？手続方法、必要書類、日数、料金は？トラブルは？ 

日本で使っていいた携帯電話が SIM フリー型だったため、SIM のみ購入しました。利用料は月 500 ペソくらいです。 



 

Ｖ. 履修科目と授業について 

1.履修登録はいつどのような形で行いましたか？ 

出発前に（     月     日頃） 

    オンラインで登録 志願書類に記入して登録 できなかった その他（     ） 

■到着後に（８月３日頃） 

    オンラインで登録 国際オフィス等の仲介  できなかった ■その他（各校舎の窓口から直接登

録） 

登録時に留学生として優先されることは あった       ■なかった 

優先が「あった」方はどのように優先されましたか？ 

 

優先が「なかった」方はどのように登録しましたか？  

フィリピン大学は総合大学であるため、キャンパス内に沢山校舎があります。自分が取りたい科目を開講している校舎の窓

口に直接行き登録をしてもらいました。（一部オンライン登録の科目もあるとの噂ですが、基本は直接申し込みです） 

出発前に授業を登録した方は，現地で変更・追加できましたか？また希望通りの授業が取れましたか？ 

      

 

Ⅵ. 一週間のスケジュール 授業時間、課外活動、勉強時間等、毎日の生活について記入してください。 

 月 火 水 木 金 土 日 

8：30 
            観光原理       観光原理             

９：00 
            観光原理       観光原理             

9:３0 
            観光原理       観光原理             

10:00 
                                          

10：30 
                                          

1１:00 
                                          

11：30 
      フィリピン文化と

観光 

      フィリピン文化と

観光 

                  

1２:00 
      フィリピン文化と

観光 

      フィリピン文化と

観光 

                  

12：30 
      フィリピン文化と

観光 

      フィリピン文化と

観光 

                  

13:00 
                              ボランティア       

13：30 
                              ボランティア       

14：00 
                              ボランティア       

14：30 
      日本文化と社会 タガログ語基礎 日 本文 化と 社

会 

タガログ語基礎 ボランティア       

15：00 
      日本文化と社会 タガログ語基礎 日 本文 化と 社

会 

タガログ語基礎 ボランティア       

15：30 
      日本文化と社会 タガログ語基礎 日本文化と社

会 

タガログ語基礎 ボランティア       

16：00 
                         ボランティア       

16：30 
                         ボランティア       

17：00 
                         ボランティア       



 
Ⅶ. 現在までの感想  

留学先大学、プログラムについて、授業、宿舎、生活全般についてなど、自由に書いてください。 

フィリピン大学ディリマン校はフィリピンでトップレベルの大学のため、国内トップの学生が集まっています。彼らとの会話から刺

激を受け、一緒に授業を受けることで、自分も彼らのようになりたいと学業への意欲が増す毎日です。 

フィリピンは未だ発展途上国の一つであるため、最初は正直生活面や文化面で困惑することも多かったのですが、最近では

生活に余裕が出てきたためかフィリピン文化の良い点や日本が見習うべき点も見えてきたように感じます。 

 

留学先大学を目指す学生に向けてのアドバイスをお願いします。 

フィリピンはまだ日本人にとってメジャーな留学先とは言えませんが、今後日本との関係性がより深くなる国なので今のうちに

フィリピンの文化に親しむことは良いことだと思います。また、フィリピン人は留学生にとても親切なので困ったことがあったらす

ぐに助けてくれます。より多くの学生がフィリピン大学ディリマン校への留学を考えてくれたら嬉しいです。 

 


